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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成28年1月21日(2016.1.21)

【公開番号】特開2014-106884(P2014-106884A)
【公開日】平成26年6月9日(2014.6.9)
【年通号数】公開・登録公報2014-030
【出願番号】特願2012-261312(P2012-261312)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   1/32     (2006.01)
   Ｈ０４Ｗ  88/02     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  52/02     (2009.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    1/00     ３３２Ｚ
   Ｈ０４Ｗ   88/02     １１０　
   Ｈ０４Ｗ   52/02     　　　　
   Ｇ０６Ｆ    3/12     　　　Ｋ
   Ｇ０６Ｆ    3/12     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年11月30日(2015.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信を実行し、Ａｗａｋｅ状態とＤｏｚｅ状態の遷移を繰り返すパワーセーブモー
ドで動作可能な無線通信手段と、
　前記パワーセーブモードを使用するか否かをユーザ指示に従って設定する設定手段と、
　画面を表示する表示手段と、
　前記設定手段によって前記パワーセーブモードを使用すると設定されている場合に、前
記表示手段が所定の画面を表示することを条件にして、前記パワーセーブモードを一時的
に無効にする制御手段とを備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記表示手段が前記所定の画面の表示を完了した場合に、前記制御手段は、前記パワー
セーブモードを有効に戻すことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記設定手段によって前記パワーセーブモードを使用すると設定されている場合、前記
無線通信手段は、アクセスポイントのビーコンに同期して前記Ａｗａｋｅ状態と前記Ｄｏ
ｚｅ状態の遷移を繰り返すことを特徴とする請求項１又は２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記所定の画面は、外部装置から動画データを取得する機能に関する画面であることを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記動画データは、前記情報処理装置のメンテナンス手順を示す動画データであること
を特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
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　前記所定の画面は、外部装置から印刷データを取得する機能に関する画面であることを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記情報処理装置は、印刷処理を実行可能な印刷装置であることを特徴とする請求項１
乃至６のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　Ａｗａｋｅ状態とＤｏｚｅ状態の遷移を繰り返すパワーセーブモードで動作可能な無線
通信手段を備える情報処理装置の制御方法であって、
　前記パワーセーブモードを使用するか否かをユーザ指示に従って設定する設定ステップ
と、
　画面を表示する表示ステップと、
　前記設定ステップで前記パワーセーブモードを使用すると設定されている場合に、前記
表示ステップにおいて所定の画面を表示することを条件にして、前記パワーセーブモード
を一時的に無効にする制御ステップとを有することを特徴とする情報処理装置の制御方法
。
【請求項９】
　請求項８に記載の情報処理装置の制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラ
ム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上述した課題を解決するために、本発明が提供する情報処理装置は、無線通信を実行し
、Ａｗａｋｅ状態とＤｏｚｅ状態の遷移を繰り返すパワーセーブモードで動作可能な無線
通信手段と、前記パワーセーブモードを使用するか否かをユーザ指示に従って設定する設
定手段と、画面を表示する表示手段と、前記設定手段によって前記パワーセーブモードを
使用すると設定されている場合に、前記表示手段が所定の画面を表示することを条件にし
て、前記パワーセーブモードを一時的に無効にする制御手段とを備えることを特徴とする
。
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